
35億1,978

370億3,628

155億3,188

3,919

4億2,782

271億8,821

527

1億6,990

38億9,072

878億  905

2,273億3,538

港 湾 事 業

国民健康保険事業

自転車競走事業

奨 学 資 金

地方卸売市場事業

介 護 保 険 事 業

発 電 事 業

母子父子寡婦福祉
資 金 貸 付 事 業

後期高齢者医療事業

小 計

合 計

一　般　会　計

会 計 別 収 入 済 額
（A）

支 出 済 額
（B）

差 引 額
（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

翌 年 度へ
繰り越 す
べき財 源
（Ｄ）

実　質
収支額

（Ｃ）－（Ｄ）

34億8,871

374億8,888

155億5,548

3,629

4億1,810

267億5,953

293

7,957

38億2,275

876億5,224

2,256億6,859

3,107

△4億5,260

△2,360

290

972

4億2,868

234

9,033

6,797

1億5,681

16億6,679

3

3

1,742

3,104

△4億5,260

△2,360

290

972

4億2,868

234

9,033

6,797

1億5,678

16億4,937

　

市
の
財
政
の
柱
と
な
る
一
般
会

計
の
28
年
度
決
算
額
は
、
最
終
予

算
額
1
4
3
4
億
3
5
4
4
万
円

に
対
し
、
歳
入
が
1
3
9
5
億
2

6
3
3
万
円
（
執
行
率
97
・
3
％
）
、

歳
出
が
1
3
8
0
億
1
6
3
5
万

円
（
執
行
率
96
・
2
％
）
で
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
15
億
9
9
8
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
29
年
度
へ
繰
り
越
す

1
7
3
9
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
、
14
億
9
2
5
9
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
28
年
度
決
算
の
主
な
事
業

　

巴
中
学
校
の
新
築
工
事
を
行
っ

た
ほ
か
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ

リ
ア
の
整
備
や
旭
岡
団
地
の
外
壁

等
改
修
工
事
、
市
民
会
館
の
耐
震

等
改
修
実
施
設
計
な
ど
、
地
域
の

振
興
・
発
展
に
配
慮
し
つ
つ
、
都

市
基
盤
や
生
活
環
境
の
整
備
等
に

努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
海
道
新
幹
線
開

業
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
同
時
開

催
、
首
都
圏
・
東
北
地
区
等
で
の

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
施
に
加

え
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
、

東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に

お
い
て
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
ほ
か
、
「
は
こ
だ
て
グ

ル
メ
サ
ー
カ
ス
」
や
「
は
こ
だ
て

美
食
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
、
函
館

駅
前
広
場
で
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
な
ど
、
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
充
実
や
冬
季
観
光
客
誘
致
の
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
や
地
域
経

済
の
活
性
化
の
た
め
、
「
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
「
は
こ
だ
て
み
ら
い
館
」
お

よ
び
「
は
こ
だ
て
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
」

の
開
設
、
函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
や
中
央
病
院
前
電
停
の
整
備

を
行
っ
た
ほ
か
、
「
函
館
駅
前
若

松
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
費
補

助
金
」
や
「
函
館
本
町
地
区
優
良

建
築
物
等
整
備
事
業
費
補
助
金
」

な
ど
を
交
付
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
行
財
政
運
営

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
現

在
、
新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
、
健
全
で
安
定
的
な

財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
収
入
を

財
源
と
し
て
事
業
を
行
う
も
の

で
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
収

支
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
特
別
会
計
決
算
は
、
表

1
の
と
お
り
で
す
が
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
自
転

車
競
走
事
業
特
別
会
計
で
は
、
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
足

分
は
、
29
年
度
の
収
入
か
ら
繰
り

上
げ
て
充
用
し
、
補
て
ん
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
港
湾
事
業
特
別
会
計
で

は
、
豊
川
地
区
な
ど
で
岸
壁
の
改

修
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
制
を

と
っ
て
お
り
、
経
済
性
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
企
業
会
計
決
算
は
、
表

２
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
企
業
会
計
に
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
62
億
8
8
1

3
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

28
年
度
末
で
は
下
水
道
普
及
率

90
・
3
％
（
前
年
比
0
・
1
％
増
）
、

道
路
舗
装
率
76
・
3
％
（
前
年
比

0
・
4
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
い
内
容
は
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ　

財
政
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
5
6
1

※　

水
道
・
公
共
下
水
道
・
交
通

　

事
業
は
企
業
局
管
理
部
経
理
課

 

（
☎
27
・
8
7
2
1
）
、
病
院
事

　

業
は
病
院
局
管
理
部
経
理
課

　

（
☎
43
・
2
0
0
0
）
へ
。

28
年
度
　
決
算
の
あ
ら
ま
し

28
年
度
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、
9
月
の
市
議
会
定
例
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

一

般

会

計

特

別

会

計

企

業

会

計

都
市
基
盤
の
整
備

表１　平成28年度　一般・特別会計決算 （単位：万円）

1,395億2,633 1,380億1,635 15億  998 1,739 14億9,259

特
　
別
　
会
　
計
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　財政健全化法により、各指標が基準を超えた場合、議
会の議決を経て財政健全化計画を策定し、改善に取り組
むこととなっています。28年度決算での指標の状況は、
右図のとおりです。詳細は市のＨＰに掲載しています。
健全化判断比率　全ての指標で基準を下回っています。
資金不足比率　病院事業で資金不足が生じていますが、
全ての会計で基準を下回っています。
　いずれの指標も基準以内となっていますが、これらは
ひとつの目安に過ぎないことから、今後も厳しい状況の
中、さらなる財政の健全化を図っていきます。

会 計 区 分 収 益 的 収 支 資 本 的 収 支 純 利 益
純 損 失

累 積 財 源
過不足額（注）

一般会計から
の 繰 入 金

収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

51億  640
45億  378
79億3,238
68億4,456
14億3,507
14億1,473
214億   793
281億9,615
358億8,178
409億5,922

14億1,160
30億1,109
30億6,079
55億8,445
5億3,934
6億7,544
10億5,714
19億1,906
60億6,887
111億9,004

4億8,570

10億2,430

△350

△68億2,304

△53億1,654

水 道 事 業

公共下水道
事 業

交 通 事 業

病 院 事 業

合 計

25億4,422

　20億5,307

3億2,237

△14億6,474

34億5,492

1億2,849

16億6,766

3億1,835

41億7,363

62億8,813

表２　　平成28年度　企業会計決算 （単位：万円）

健全団体 早期健全化
団　　　体

財政再生
団　　体

実質赤字比率
一般会計などの赤字を表す指標

連結実質赤字比率
全会計の赤字を表す指標

実質公債費比率
借金の返済費用の割合を表す指標

将来負担比率
一般会計などが将来負担すべき
負債の割合を表す指標

★（黒字）

★（黒字）

★7.5％

★62.9%

基準
11.25％

16.25％
　
　
25％

350％

基準
20％
　
30％

　
35％

資金不足比率
公営企業ごとの資金不足の割合を示す指標

健全団体 経営健全化団体
★生じていない（※）20％

財政状況 良 悪

★8.8%（病院事業）

※　水道、公共下水道、交通、地方卸売市場、発電の各事業

お問合せ　財政課　☎21-3528

★…28年度決算の状況

１年間に市民１人当たりが負担する
市税の金額 

市民１人当たりの決算額

民生費

商工費

衛生費

消防費

職員費

土木費

教育費

総務費

公債費

その他

借入金の返済などに

健全化判断比率および資金不足比率の公表

繰入金 28億9,433万円
繰越金 26億1,734万円
財産収入 11億1,857万円
地方譲与税 7億3,202万円
分担金及び負担金 5億2,879万円
寄付金 3億1,318万円
自動車取得税交付金 1億1,780万円
地方特例交付金 1億1,103万円
配当割交付金 5,606万円
交通安全対策特別交付金 4,909万円
株式等譲渡所得割交付金 3,369万円
利子割交付金 3,025万円
ゴルフ場利用税交付金 1,403万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金
 252万円

消防費 8億4,486万円
農林水産費 6億5,453万円
議会費 3億8,940万円
労働費 1億3,184万円
災害復旧費 4,081万円

121,126円

39,442円

※金額は、一般会計の決算額を平成29年3月31日
　現在の人口26万3,706人で割ったものです。

平成28年度　一般会計決算内訳

歳入合計
1,395億
2,633万円

歳出合計
1,380億
1,635万円

民生費
547億2,163万円
39.7 %

地方交付税
332億8,205万円
23.9％

市税
319億4,160万円
22.9％

国庫支出金
315億3,110万円

22.6％

市債
100億3,740万円　7.2％

諸収入
87億7,925万円　6.3％

道支出金
67億8,921万円　4.9％

地方消費税交付金
50億864万円　3.6％

使用料及び手数料
35億3,838万円　2.5％

職員費
173億686万円
12.5%

公債費
143億7,259万円

10.4%

土木費
104億7,008万円　7.6%

商工費
104億116万円　7.5%

衛生費
87億8,388万円　6.4%

諸支出金
84億6,382万円　6.1%

教育費
62億1,248万円　4.5%

総務費
52億2,241万円　3.8%

その他
20億6,144万円 1.5％

その他
86億1,870万円 6.1％

36,709円

議会費、
労働費、
農林水産費、
諸支出金など

3,204円

消防施設の整備などに

207,510円

福祉の充実
などに

道路や公園の整備などに

39,704円

清掃事業や保健対策
などに

33,309円

学校施設の整備などに

23,558円

経済・観光振興などに

企画調整や税務、地域活動、
防災活動、大学の運営などに

19,804円

54,502円

職員の給与などに

65,629円

健
全
化
判
断
比
率

（注）病院事業の累積財源過不足額は、財政健全化法の資金過不足額を用いて算出しています。
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